
２０２３年度第１ラウンド

「CAN/CAN FD通信仕様」
実績報告

株式会社アイシン 間瀬 順一
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勉強会概要

勉強内容

CAN 通信及び CAN FD 通信の基礎的な内容を学習しまし
た。

学習トピック
• 車載ネットワークの概要
• CAN の特徴
• CAN 通信プロトコル
• CAN プラットフォーム
• CAN FDの概要

勉強スタイル レクチャー形式

開催日 【全2回】 第1回 7月13日(木)、第2回 7月27日(木)

開催時間帯 15時00分～17時00分

参加社数（人数） 32社 （82名）

開催方法（場所） オンライン（Zoom）
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勉強会の様子
講師作成の資料でレクチャーを実施した。
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アンケート結果
・グラフ

・参加者のコメント
– CANの基本的なことから丁寧に教えていただき参考になりました。

– 普段学ぶことができない細かい部分まで知ることができました。また、現
在の扱われ方など本では学べないことも同時に学ぶことができました。

– CAN通信の詳細が理解できた。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

32社から82名に参加していただいた。
講義での混乱はなかったが、改善点は以下

– 講義資料が事後配布になってしまった。
次の機会では事前配布したい。

– 参加人数が多いため、MLの到達確認のメール返信の流
量が増えた。

◆講師所感
過去から実施されている勉強会テーマであったが、
新しい話題も入れることはできた。
わかりやすいとの意見を多くいただき励みになった。
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２０２３年度第１ラウンド

「SDV＜Software Defined Vehicle＞」
実績報告

株式会社アイシン/株式会社豊田自動織機

間瀬順一
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勉強会概要

勉強内容

• 第1，2回は高田先生講演資料「SDVとはなにか」から
テーマを決め議論しました。

• 第3回は、第1，2回の議論を踏まえ、新たなテーマを
決定し担当者が追加調査しまとめた内容で意見交換を
しました。

• 第3回はゲストとして、高田広章先生をお呼びし議論に参
加いただき、最新の情報紹介を含め意見を伺いました。

勉強スタイル 輪講形式

開催日（全3回） 第1回 7月6日(木)、第2回 7月20日(木) 、
第3回 8月3日(木)

開催時間帯 面着17時30分～19時、オンライン18時00分～20時00分

参加社数（人数） 13社 （13名）

開催方法（場所） 面着（1回）、オンライン（Zoom 2回）
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勉強会の様子

【第1回（面着）テーマ】
 ・CASE
 ・自動車のアーキテクチャ
の変化

【第2回テーマ】
・SDVとは  ・開発スタイルの革新

 ・ビークルOSとは ・AreneとAreneOS

【第3回テーマ】
・BYD他、中国新興国BEMメーカ

 ・SDVのビジネスについて
 ・Sony、Appleの動向 

 ・サプライヤの動向

【高田先生のコメント】
・ソフトウェアとハードウェアの分離の難しさ

 ・すり合わせ型の開発、組み合わせ型の開発に移行ができるのか？

久々の懇親会
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメン

• 参加者のコメント
– 様々な観点で議論を行うことができ、これまで知らなかった知識を増や
すことができたため。

– テーマに限らず、最新の業界動向を知ることができました。

– 普段の業務では、勉強会のような大きい視点で自動車を考える機会が
少ないため、視野が広がった。

36%

0%

0%

64%

経験年数

82%

18%

0%

0%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に

立った
普通
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
SDVについて、高田先生の講演資料をベースに輪講形式で

参加者全員で熱く議論。

参加者は年齢や担当業務に多様性があり、いろいろな意見

が聞けたという感想を多くいただいた。

コロナ明けで久々に懇親会開催、参加者の親睦を深めた。

◆講師所感
わかっているようで、明確には定義されていないSDVについ

て、年齢も立場も異なる方々から、意見を伺うことができた。

講師にとっても、多く学べる勉強会でした。
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２０２３年度第2ラウンド

「MISRA-C 2012」
実績報告

アイシン・ソフトウェア㈱ 前田浩杜
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勉強会概要

勉強内容

MISRA-C 2012を運用するにあたり
必要な活動概要及び、ルール解釈についての解説を実施
・第1章 MISRA-C 2012概要
・第2章 MISRA-C運用手順
・第3章 違反に対するソースコード修正・誤警告事例紹介

勉強スタイル レクチャー形式、演習形式

開催日
【全４回】
第１回 １月１８日(木)、第２回 １月１９日(金)

第３回 １月２５日(木)、第４回 １月２６日(金)

開催時間帯 １６時００分～１７時３０分

参加社数（人数）
第１回 ２３名、第２回 ２４名
第３回 ２３名、第４回 ２４名

開催方法（場所） Zoom開催
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勉強会の様子

MISRA-C 2012の概要
レクチャー形式にて説明

MISRA-C違反コードの修正
演習方式で実施

ランダムに参加者を当てて
回答してもらう
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

50%

23%

4%

23%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上 77%

19%

4%
0%

勉強会について
役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった

良かった点 ・概要からの演習で理解が深まった
・実践的な作業(MISRAの運用手順や帳票管理、コード修正)を
一通り学ぶことができた

改善点 ・難易度の高い演習問題もあると嬉しい
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

昨年度の結果を踏まえて演習問題に充てる時間を増やす

→講義の駆け足感をなくすため、全４回の計6時間の講義時間に
– 質疑応答時間の確保ができた

– 参加者⇔講師の議論が活発におこなえた

◆講師所感
全４回の時間配分に課題感あり

– 想定よりはやく講義終了した

– 演習問題のシンキングタイム

「役に立った」
71%→77%
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２０２３年度第２ラウンド

「モデルベース開発（MATLAB）」
実績報告

(株)ヴィッツ 淺野 瑛里香
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勉強会概要

勉強内容

＜基本＞
・モデルベース開発の概論

- なぜ、モデルベース開発が求められるのか
- モデルベース開発の特徴

・MATLAB/Simulinkのモデリング講座
- 基本的な演算のモデル化演習
- 自動車の機能等のモデル化演習

勉強スタイル レクチャー形式、演習形式

開催日
【全３回】第１回 1月３１日(水)、第２回 ２月７日(水)、

 第３回 ２月１４日(水)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） １１社（１１名）

開催方法（場所） オンライン（Teams）
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勉強会の様子
講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
- 演習を通してモデルを作成できたこと、MBDに関しての基礎を学ぶことができた。

- 自分が知らないツールやブロックの使い方を新たに知れた。

- 基本的な操作の説明から、実践的な演習まで広い範囲で学ぶことが出来た。

- 基本操作自体がおぼつかない状態で受ける内容ではなかった。

67%

11%

11% 11%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

45%

22%

33%
0%

勉強会について 役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
良かった点
・第２回、第３回の演習で質問が多く、積極的に参加していただけた

今後の課題
・後半にかけて演習時間が不足する場面があり、演習問題の

  難易度と時間の調整が必要と感じた

◆講師所感
・会話だけでなくチャット欄で質問いただくこともあり、対面形式には

  及ばずとも質問しやすい環境だったのではないかと思った。

         ・演習は内容を完全に理解しなくてもモデルを組めるような内容に

  したほうが良い。
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２０２３年度第１ラウンド
「車載開発プロセス(システムエンジニアリング)」

実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗

27



勉強会概要

勉強内容

Automotive SPICE v3.1記載のシステムエンジニアリング
系の5プロセスを対象に、開発プロジェクトにおいて実施する

活動、作成する作業成果物の勘所と、プロセス改善の基本
的な考え方を習得いただく
■第1回勉強会

 Automotive SPICEの概要(SYS領域の全体像)

■第2回勉強会
 SYS.1 要件抽出、SYS.2システム要件分析、SYS.3 システムアーキテク
チャ設計

■第3回勉強会
 SYS.4 システム統合および統合テスト、SYS.5 システム適格性確認テスト

勉強スタイル レクチャー形式

開催日
【全３回】第１回 7月7日(金)、第２回 7月21日(金)、第３回
7月28日(金)

開催時間帯 17時00分～19時00分

参加社数（人数） 15人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料

29



アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
– A-SPICEの全体の概要と各プロセスのポイントを知ることができた

– A-SPICEについて実際に課題となっている内容についてご質問する
ことができた

– プロセスについてほぼ知識がない状態だったため、教えて頂ける知

識がどれも自分にとって新鮮だった

27%

33%
7%

33%

経験年数
2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上
73%

20%

7%
0%

勉強会について 役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要が

あった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 参加者から全体を通して自業務との関連性を理解するた
めの質問が多数有り、知識を業務と紐づけて習得しようと
する姿勢が感じられた。

– 欠席者もおらず、意欲的に参加しており有意義な勉強会
であった。

◆講師所感

– Automotive SPICEの最新バージョンv4.0が昨年末にリ
リースされている。アンケートにも変化点に関する要望が
あるため、次年度開催を検討し勉強会を通じて情報を共
有していきたい。
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２０２３年度第２ラウンド

「車載開発プロセス(管理支援)」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗

32



勉強会概要

勉強内容

Automotive SPICE v3.1記載の管理支援系プロセスの内の3プ
ロセスを対象に、開発プロジェクトにおいて実施する活動、作成
する作業成果物の勘所と、プロセス改善の基本的な考え方を習
得いただく
■第1回勉強会
・Automotive SPICEの概要
・プロジェクト管理プロセス
■第2回勉強会
・品質保証プロセス
・構成管理プロセス

勉強スタイル レクチャー形式

開催日 【全２回】第１回 11月16日(木)、第２回 11月30日(木)

開催時間帯 16時30分～18時30分

参加社数（人数） 18人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
– SWEプロセスの実施経験しかなかったため、プロジェクト管理や構
成管理について初めて知ることが出来て、参考になりました。

– 抽象的な用語を具体例を用いて分かり易く教えてもらえた。

– 講師のアセッサーとしてのご経験を踏まえてのご回答を頂けた。

35%

12%12%

41%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

82%

12%

6%
0%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 参加者の知識レベルが幅広かったため、カタカナ用語な
どの基本的な説明に厚みをかけるところから始め、アセ
スメントでの事例を含めるなどの期待値に合わせたわか
りやすい講義を心がけて実施した

◆講師所感

– Automotive SPICEの最新バージョンv4.0が昨年末にリ
リースされている。次年度開催を検討し、定期的な勉強会
を通じて情報を共有していきたい
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２０２３年度第１ラウンド
「Automotive SPICE for Cybersecurity」

実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗
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勉強会概要

勉強内容

Automotive SPICE for Cybersecurity記載の6プロセスを対象
に、開発プロジェクトにおいて実施する活動、作成する作業成果
物の勘所とプロセス改善の基本的な考え方を習得いただく。
■第1回勉強会

Automotive SPICE for Cybersecurityの概要
ACQ.2 サプライヤー依頼及び選定、MAN.7 サイバーセキュリティリスク管理
サプライヤー評価に関するディスカッション

■第2回勉強会
SEC.1 サイバーセキュリティ要件抽出、SEC.2 サイバーセキュリティ実装
脆弱性分析に関するディスカッション

■第3回勉強会
SEC.3 リスク対応の検証、SEC.4 リスク対応の妥当性確認
CSMSの構築に関するディスカッション

勉強スタイル レクチャー形式（討議は演習形式）

開催日
【全３回】第１回 6月9日(金)、第２回 6月23日(金) 、第３回
7月7日(金)

開催時間帯 17時00分～19時00分

参加社数（人数） 12人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
– 勉強会がきっかけとなり、社内規定の再確認や意味を理解出来た

– 既に対象の規格を読んでおり、解釈に間違いがないかを確認できた

– 一般的な知識習得ができたことは良かったが、実践できるレベルの
知識習得には至らなかった

– Automotive SPICEの経験が浅い状態で参加したため、説明に出て
くる用語が理解しにくかった

9%

37%
18%

36%

経験年数 2年未満

2～5年未満

5～10年未

満
10年以上

18%

46%

36%
0%

勉強会について
役に立った

まあまあ役に

立った

普通

改善する必要

があった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 講義を通じて、Automotive SPICE for Cybersecurityに
おける各プロセスの目的や成果等の要点に対する理解を
深めて頂くことができた

– 理解が曖昧になりやすい点をテーマにしたディスカッショ
ンを実施したことで、他社の悩まれている点などの気付き
を得る場が提供できた

◆講師所感

– アンケートにおいて、基礎知識の習得に関するニーズが
多かったため、次回の開催検討時は、用語の解釈などの
基本的な内容に厚みをかけていきたい
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２０２３年度第２ラウンド

「車載セキュリティ(ISO21434概要)」
実績報告

ビジネスキューブ・アンド・パートナーズ株式会社
山下 祐太朗
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勉強会概要

勉強内容

自動車向けサイバーセキュリティ規格である
ISO/SAE21434の全体像を習得いただく。
■第1回勉強会
・ISO/SAE 21434の概要とこれまでの経緯 
・サイバーセキュリティの基本アプローチ 
■第2回勉強会
・ISO/SAE21434の全体構成及び概要解説 
・組織的なサイバーセキュリティ管理 
・プロジェクト依存のサイバーセキュリティ管理 
・継続的サイバーセキュリティ活動 

勉強スタイル レクチャー形式

開催日 【全２回】第１回 12月5日(火)、第２回 12月18日(月)

開催時間帯 16時30分～18時30分

参加社数（人数） 15人

開催方法（場所） オンライン
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勉強会の様子

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません。

◆講義資料
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
– 自動車業界のサイバーセキュリティについて、どのように重要なの
かを知ることができた

– 今後、セキュリティ関連の業務をするにあたり参考になりました

– 基礎内容だったが自分の知識がない事もあり、気づきや学びが多かった

– もっと具体例を示していただけるとありがたいと思いました

10%
10%

30%
50%

経験年数

2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上 60%
20%

10% 10%

勉強会について

役に立った

まあまあ役に立った

普通

改善する必要があった
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り

– 積極的な質問が多く、参加者のサイバーセキュリティに関
する知識習得の意識の高さが感じられ、有意義な勉強会
であった

◆講師所感

– アンケートにて、具体例についての要望が多かったため、
本テーマの次回開催検討時には具体例を含む内容を検
討していきたい
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２０２３年度第２ラウンド

「クラシックAUTOSAR」
実績報告

株式会社豊田自動織機 弓中 光雄
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勉強会概要

勉強内容

クラシックAUTOSARの基礎的な内容について
レクチャー形式で学んでいただく
【1回目】

AUTOSAR概要、クラシックAUTOSARのコンセプト
【2回目】
クラシックAUTOSARの機能紹介（例：CAN通信）
【3回目】
クラシックAUTOSAR対応BSW適用時課題

勉強スタイル レクチャー形式

開催日 【全3回】第１回 2月15日(木)、第２回 2月22日(木) 、
第３回 2月29日(木)

開催時間帯 18時00分～19時00分

参加社数（人数） 27社 （27名）

開催方法（場所） オンライン（Teams）
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勉強会の様子
■講義資料

【第１回】

【第２回、

  第３回】

※オンラインによる開催のため、勉強会の写真はありません
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント（※一部抜粋）
－AUTOSARのそもそもの考え方、ベンダごとの特徴が出ることなど知れて

とてもよかった。自分の中で少しAUTOSARのハードルを下げることができた。

－ Can通信の流れを理解することができた。

－営業職として知見を広げたく参加した。技術的には難しかったが、クラシック

AUTOSARの概念の理解は深まり、今後開発者との会話にも役立つと思う。
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
－ 昨年度と同様に、クラシックAUTOSARの概要説明、

経験談を交えたAUTOSAR対応の難しさを取り上げた

⇒ AUTOSAR対応BSW開発部署ならではの目線で実施できた

－ 身近な例として「CAN通信」開発を例に取り上げ、AUTOSAR特有の

CAN通信モジュールについての理解を深めることができた

⇒ 今後もトレンドや参加者のニーズも反映させていきたい

◆講師所感
－ クラシックAUTOSARは規格も年々増え、学びはじめるハードルも

上がっている

AUTOSAR導入企業として今後も会員の皆様と知見を共有したい
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２０２３年度第１ラウンド

「 Pythonを用いたディープラーニング」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

ディープラーニングの入門として、まずは体験し理解する事
を目的とし、仕組みについて解説を行い、Pythonを用いた演
習を実施する事で理解を深めます。なお、演習では手書き
文字認識(MNIST)、画像認識(全結合ネットワーク、CNN)、生
成AIプログラミングとしてOpenAIもAPIを活用した画像生成
(DALLE) 、チャットボット(ChatGPT)、音声認識(Whisper)を
扱いました。

勉強スタイル レクチャー形式、演習形式

開催日 第1回 6月29日(木),第2回 7月6日(木),第3回 7月13日(木),第4回 7月27日(木)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ２１人

開催方法（場所） Web開催
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勉強会の様子
テキストの例

演習プログラムの例
演習：画像生成

畳み込みニューラルネットワークの解説
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・グラフ

・参加者のコメント
・ハンズオンを用いることで理解しやすく、有用であると感じました。

・ニューラルネットワークの基礎から解説があり初心者にも非常に分かりやすかったため。

・公式ドキュメントのみを参考に独学するより効率よく学べた。

・今後の開発で必要になると思われる知識を実践形式で勉強することが出来た

・直近の技術動向も踏まえた講義をいただき大変参考になりました、ありがとうございました。

・コーディングに関しては手をあまり動かさないので、定着しづらさをやや感じた

アンケート結果
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 単純パーセプトロン、多層パーセプトロン、ディープラーニングの概要

第２回 手書き文字認識、全結合ネットワーク

第３回 畳み込みニューラルネットワーク

第４回 生成AI最新動向、生成AIプログラミング

(ChatGPT、画像生成(DALL・E)、音声認識Whisper)

◆講師所感
・参加者の意欲が高く、質問も多く活発であった(良かった点)

・生成AIのプログラミングとしてOpenAI APIを使い言語、画像生成、音声認識
など最新の技術を扱うことができた(良かった点)

・生成AIに関しては、APIを使った演習となったため、仕組み関しての解説につ
いて要望があったため、今後は触れるようにしたい。 (今後に向けて)
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２０２３年度第2ラウンド

「クラウドで動かすAI 」
実績報告

株式会社クレスコ 井上祐寛
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勉強会概要

勉強内容

クラウドサービスとして提供される画像認識、音声認識など
のAIサービスを対象に、演習を通し人工知能への理解を深

め、自力で人工知能を試せるようになる事を目的とした勉強
会となります。
勉強会で扱う主なテーマ：
(1)AIサービスとして音声認識、画像認識を対象とします
(2)AIサービスの解説と演習
(3)各社サービスや最新AI(ChatGPT)

勉強スタイル レクチャー形式、輪講形式

開催日
【全3回】第1回 12月4日(月),第2回 12月11日(月),第3回 12
月18日(月)

開催時間帯 １８時００分～２０時００分

参加社数（人数） ２９人

開催方法（場所） Web開催
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勉強会の様子
テキストの例
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント
・画像分類等は業務でも使えそうと感じました

・AIに触れるハードルの低さを感じました。

・ChatGPTはデータ保護設定やうまく回答を引き出すコツなどすぐ役立つ話を聞けた。

・プロンプトの与え方、テクニックについて勉強できたから

・最新の技術動向を勉強できて業務で新たな提案などに役立てられると感じた

・本を読んで勉強する時間に比べて演習があり理解しやすく感じた

60



まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
第１回 ChatGPTの理解と活用

第２回 音声認識(Amazon Transcribe、OpenAI Whisper)

第３回 画像認識(Amazon Rekognition、Teachable Machine、画像生成AI)

◆講師所感
・参加者が多かった(29名)が、好評であったと思う(参加者の熱量が伝わってきた)

・生成AIのサービスをテーマに演習込みで実施できた(良かった点)

・商用サービス、および同等機能のオープン系サービスも扱えた(良かった点)

・最新の研究成果を含めてChatGPTの解説、演習が行えた(良かった点)

・情報量が多く詰め込みすぎた感があった、今後、回数を見直したい(今後に向
けて)

・勉強会開催中に要望があった音声分類について、解説、演習テキストを

急遽作成し、配布することができた。(受講者満足度の向上)
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２０２３年度

「投影変換の基礎」
実績報告

アイシン・ソフトウェア(株) （ASIF九州）

上田孝信
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勉強会概要

勉強内容

車載カメラなどで必須の技術となる光学系の基礎知識と
なる投影変換について図解やサンプルコードを用いて解
説を行う。
講師を若手社員から選抜し、プレゼンテーション力向上
も目的とした勉強会を実施。

勉強スタイル レクチャー形式（簡単な演習あり）

開催日 【全１回】第１回 ３月４日(月)

開催時間帯 １５時３０分～１７時００分

参加社数（人数） １３名

開催方法（場所） 対面、Webの併用開催
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勉強会の様子
テキストの例

コード解説の例

簡単な演習の例
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アンケート結果

・グラフ

・参加者のコメント

－ コードの解説もあり、理論的なところでも理解が深まった

－ 実務に直結する内容となっていた

－ 質疑応答についても基本的な部分から解説してもらい理解できた
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まとめ

◆今回の勉強会の振り返り
今年度のASIF九州勉強会はグループ会社間での開催で、
環境面などの苦労もなく進めることができました。

また、講師が若手社員の勉強会ということもあり、

質疑なども活発に行われ、コードを用いた説明も

より実践に近い理解が深まったと感じました。

◆講師所感
基礎的な内容ですが、理論的な話だけにならないように
工夫しました。
今回の資料は今後の社内育成でも活用していきます。
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２０２３年度

「ETロボコンクラブ」
実績報告

デンソーテクノ株式会社 水口善之
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勉強会概要

勉強内容

ETロボコンを教材とし      ※初心者可
分析（ユースケース）

設計（モデル設計、オブジェクト指向）

実装（C, C++言語）

機械制御（リアルタイム制御、画像認識など）

☆マネジメント・設計・コーディングに至るまで

総合的なソフトウェアの勉強の場として活用

勉強スタイル 演習方式

開催日（全24回）
第１回 ４月１３日(土) ～ 第２４回 ３月２２日
(土)

開催時間帯 月２回 土曜日 １３時００分 ～１８時００分

参加社数（人数） ９社（９名）

開催方法（場所） 面直・リモート併用（レンタル会議室・Discord ）
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ETロボコンについて

社団法人 組込みシステム技術協会
（JASA）主催
「組込みシステム」分野における
技術教育をテーマとし 決められた
走行体でコースを自律走行する競技

UML等で分析・設計した

ソフトウェアでロボットを制御 

走行タイム・モデリング両方で競う

21年度はシミュレータ限定だったが

22年度から上位クラスで実機が復活

https://www.etrobo.jp/
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2023年度 活動実績

ETロボコン2023東海地区アドバンストクラス 参加

⮚ 総合順位：5チーム中5位

⮚ 走行タイム：30秒

⮚ モデル評価：D
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反省点

・ 地区大会でポイント獲得０

・ 実機での検証不足、取り組み時間不足

・ 継承されてきたシステムを大半のメンバが理解できなかった

・ 担当を分けたが、やり切れなかった部分が残った

良かった点

・ 交流会や声掛けで 自由で楽しい雰囲気を作ることができた

・ 前年度走行できなかった危機感から 大会前の追い込みで

   自然に協力する体制ができ 勉強会が活発化

・ 地区大会で完走できた。 第一目標は達成

・継承システムの座学など 次年度に向けた活動を継続中

・ 全員が活動を続けられ 途中離脱者が０

振り返り
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2024年度の目標

・ETロボコン アドバンストクラス ３度目の挑戦

☞完走を目指し 初心者の基礎スキル習得

☞難所クリアを目指し 経験者の応用スキル向上を図る

☞CS大会進出を目指し モデル作成スキル強化

・ETロボコン主催の研修に参加

ソフトウェア開発の腕を磨く

大会含め他チームと交流を深める

・月2回の勉強会開催というペースを守る

参加しやすさを重視し 楽しみながら 全員で 着実に

スキルアップしていく
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最後に

ETロボコンを題材に 引き続き東海地区の組み
込み系ソフトウェアエンジニアの育成と交流に
努めて行きたい

そのため クラブをさらに活性化させ新たな力で

全国CS大会にも進出したい！ というわけで・・

新メンバ随時募集中!
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